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オ
ト
マ
ー
・
ク
ロ
イ
バ
ー

Ｗ
Ｍ
Ａ
事
務
総
長
は
、
ま
ず
、

１
９
７
８
年
に
プ
ラ
イ
マ
リ

ヘ
ル
ス
ケ
ア
（
Ｐ
Ｈ
Ｃ
）
に

関
す
る
国
際
会
議
で
採
択
さ

れ
た
ア
ル
・
マ
ア
タ
宣
言
に

つ
い
て
、
「
健
康
と
は
身
体

的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
完

全
に
良
好
な
状
態
で
あ
り
、

単
に
疾
病
の
な
い
状
態
や
病

弱
で
は
な
い
」
と
い
う
Ｗ
Ｈ

Ｏ
の
健
康
の
定
義
を
再
確
認

し
、
〝Health for All in 

the 
year 

2000

〟
を
提
唱

し
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
。

ま
た
、
昨
年
10
月
に
カ
ザ

講
演
３
「
わ
が
国
の
医
療
が
直
面
す
る
課
題
─
医
師
の

地
域
偏
在
・
診
療
科
偏
在
と
総
合
診
療
─
」

制
度
改
革
国
民
会
議
報
告
書

（
２
０
１
３
年
）」
な
ど
、
三

つ
の
報
告
書
に
示
さ
れ
た
わ

が
国
の
医
療
の
課
題
を
提

示
。
（
２
）
で
は
、
経
年
・

地
域
別
の
「
人
口
10
万
対
医

療
施
設
従
事
医
師
数
」
等
を

示
し
た
上
で
、
自
身
が
構
成

員
を
務
め
る
厚
労
省
「
医
療

従
事
者
の
需
給
に
関
す
る
検

討
会
医
師
需
給
分
科
会
」
に

お
け
る
議
論
を
紹
介
。
都
道

府
県
に
医
師
の
派
遣
調
整
等

の
権
限
を
移
す
こ
と
に
は
懸

念
を
示
し
た
他
、
診
療
科
偏

在
に
は
、
「
診
療
分
野
ご
と

に
必
要
医
師
数
の
算
定
方
法

当
日
は
、
中
川
俊
男
副
会

長
の
司
会
で
開
会
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
横
倉

義
武
会
長
／
世
界
医
師
会

（
以
下
、Ｗ
Ｍ
Ａ
）
前
会
長
は
、

昨
年
７
月
に
、
医
師
確
保
、

医
師
偏
在
対
策
に
係
る
医
療

法
及
び
医
師
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
触
れ
、
対
策

の
実
行
に
当
た
っ
て
は
、
国

か
ら
地
域
に
対
し
て
、
丁
寧

な
説
明
と
的
確
な
情
報
提
供

を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
し
、
日
医
と
し
て
も
地
域

医
療
を
守
る
立
場
か
ら
積
極

的
に
関
わ
っ
て
い
く
と
し
た
。

ま
た
、
２
月
上
旬
に
北
海

道
紋
別
市
を
訪
れ
、
医
療
機

関
等
を
視
察
し
た
こ
と
を
紹

介
。
人
口
減
少
と
医
療
職
の

不
足
が
顕
著
で
、
市
の
中
心

に
あ
る
約
２
０
０
床
の
公
立

病
院
で
は
70
床
し
か
稼
働
し

て
お
ら
ず
、
年
間
数
億
円
の

赤
字
が
出
て
い
る
こ
と
、
眼

科
、
耳
鼻
科
、
産
科
等
の
医

師
が
お
ら
ず
、
出
産
や
高
度

講
演
１
「Physician-led Prim

ary Care in 
the light of global Prim

ary H
ealth 

Care Policy And the Astana Declara-
tion of 2018

」

「
医
師
の
地
域
偏
在
」を
テ
ー
マ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

開
催

医
療
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
９

　「医療政策シンポジウム2019」が2月13日、「医師の地域偏在」をテーマとして日
医会館大講堂で開催され、地域偏在解消に向けた方策について活発な意見交換が行
われた。
　参加者は、27道府県医師会のテレビ会議システムでの視聴者を含めて、合計436
名であった。

福
井
次
矢
聖
路
加
国
際
大

学
長
は
、
（
１
）
わ
が
国
の

医
療
の
課
題
─
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に

よ
る
評
価
等
、
（
２
）
地
域

偏
在
・
診
療
科
偏
在
─
現
状

と
厚
生
労
働
省
の
対
策
案
、

（
３
）
求
め
ら
れ
る
総
合
診

療
医
、
（
４
）
総
合
診
療
へ

の
障
害
と
展
望

─
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

（
１
）
で
は
、「
社
会
保
障

を
確
立
す
る
こ
と
」
や
「
専

門
研
修
開
始
時
に
（
入
り
口

で
）、
診
療
科
ご
と
の
上
限

を
設
定
す
る
こ
と
」
等
を
提

案
し
た
。

（
３
）
で
は
、
プ
ラ
イ
マ

リ
ケ
ア
を
担
え
る
医
師
に
つ

い
て
、
米
国
の
研
究
結
果
等

を
示
し
つ
つ
、
そ
の
有
用
性

を
、
ま
た
（
４
）
で
は
、「
大

多
数
の
現
場
医
師
（
臓
器
別

専
門
医
、
医
学
会
の
主
流
）

の
視
点
」
と
「
公
衆
衛
生
・

医
療
行
政
の
視
点
」
と
の
差

異
を
解
消
し
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
最
少
数
で
対
応
で
き
る

「
総
合
診
療
医
」
の
普
及
を

そ
れ
ぞ
れ
訴
え
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
医
師
の
地
域
偏
在
」

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
河
合

雅
司
氏
は
、
「
出
生
数
と
合

計
特
殊
出
生
数
率
の
推
移
」

や
「
出
産
年
齢
の
女
性
数
」

等
の
資
料
を
基
に
、
今
後
、

出
生
数
の
大
幅
回
復
の
望
み

は
薄
い
と
す
る
と
と
も
に
、

２
０
４
３
年
以
降
は
高
齢
者

が
減
少
に
転
じ
て
人
口
激
減

期
に
入
る
こ
と
か
ら
、
極
め

て
人
口
の
少
な
く
な
る
地
域

で
生
活
社
会
を
機
能
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
を
疑
問

視
し
た
。

ま
た
、
高
齢
社
会
の
４
大

特
徴
と
し
て
、
①
高
齢
化
す

る
高
齢
者
②
女
性
高
齢
者
の

増
加
③
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

の
増
加
④
貧
し
い
高
齢
者
の

増
加

─
を
挙
げ
、
医
師
の

高
齢
化
や
疾
病
構
造
の
変
化

な
ど
、
医
療
を
取
り
巻
く
環

境
も
激
変
す
る
と
し
た
。

更
に
、
医
療
・
福
祉
就
業

者
数
の
見
通
し
の
甘
さ
や
、

家
族
や
支
え
手
が
い
な
い
た

め
に
地
域
包
括
ケ
ア
が
機
能

し
な
い
地
域
が
出
て
く
る
こ

と
に
も
懸
念
を
示
し
、
逆
転

の
発
想
の
下
で
「
戦
略
的
に

縮
む
」
と
い
う
成
長
モ
デ
ル

と
し
て
、〝
ま
ち
〟
そ
の
も
の

を
コ
ン
パ
ク
ト
化
し
、
医
療

と
共
に
暮
ら
し
が
あ
る
と
い

う
地
域
モ
デ
ル
づ
く
り
に
よ

る
偏
在
の
解
消
を
提
案
し
た
。

講
演
２
「
人
口
減
少
日
本
で
医
療
に
起
き
る
こ
と
」

フ
ス
タ
ン
の
ア
ス
タ
ナ
で
開

催
さ
れ
た
Ｐ
Ｈ
Ｃ
に
関
す
る

国
際
会
議
で
採
択
さ
れ
た
ア

ス
タ
ナ
宣
言
に
も
触
れ
、
同

宣
言
で
は
Ｐ
Ｈ
Ｃ
は
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ

ッ
ジ
（
Ｕ
Ｈ
Ｃ
）
の
中
核
的

な
要
素
で
あ
る
と
さ
れ
、
医

療
従
事
者
不
足
へ
の
取
り
組

み
、
医
療
資
源
の
よ
り
良
い

配
分
と
Ｐ
Ｈ
Ｃ
へ
の
適
切
な

財
源
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
Ｐ
Ｈ
Ｃ
の
普

遍
的
な
提
供
と
Ｕ
Ｈ
Ｃ
の
実

現
の
た
め
に
は
、
政
府
や
国

際
機
関
か
ら
の
投
資
が
必
要

で
あ
る
と
す
る
と
と
も
に
、

投
資
の
結
果
に
対
す
る
説
明

責
任
に
医
療
従
事
者
は
応
え

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
指
摘
し
た
。

そ
の
後
、
武
田
俊
彦
厚
労

省
政
策
参
与
が
座
長
を
務

め
、
３
名
の
演
者
に
横
倉
会

長
が
加
わ
っ
た
４
名
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

議
論
の
中
で
横
倉
会
長

は
、
「
地
方
で
働
く
医
師
を

サ
ポ
ー
ト
す
るDoctor 

to 

Doctor

の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

や
、
第
一
線
を
退
い
た
後
に

地
方
で
働
け
る
環
境
づ
く
り

等
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
歴
史
的
に
見
て
も
、
地
域

医
師
会
が
地
域
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
く
り
上
げ
て
き

た
。
そ
の
存
在
意
義
を
再
認

識
し
、
地
域
医
師
会
が
中
心

と
な
っ
て
、
各
地
域
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
欲

し
い
」
と
し
た
。

そ
の
他
、
「
高
齢
化
や
医

師
の
偏
在
と
い
っ
た
問
題
は

日
本
だ
け
の
話
で
は
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
は
、
郊
外

に
二
つ
目
の
オ
フ
ィ
ス
を
構

え
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組

ん
で
、
週
の
う
ち
何
日
か
仕

事
を
す
る
よ
う
な
形
も
あ
る

（
ク
ロ
イ
バ
ー
氏
）
」
「
点
在

す
る
患
者
を
集
合
さ
せ
、
暮

ら
し
の
延
長
線
上
に
医
療
が

あ
る
形
を
つ
く
る
た
め
、
Ｃ

Ｃ
Ｒ
Ｃ
（Continuing Care 

Retirement Community

：

継
続
的
な
ケ
ア
付
き
の
高
齢

者
達
の
共
同
体
）
と
い
っ
た

住
宅
政
策
の
検
討
も
必
要
で

は
な
い
か
（
河
合
氏
）
」「
経

済
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と

い
っ
た
評
価
の
仕
組
み
も
必

要
だ
が
、
地
域
で
働
く
や
り

が
い
や
公
衆
衛
生
的
視
点
を

若
い
う
ち
か
ら
マ
イ
ン
ド
セ

ッ
ト
と
し
て
植
え
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
が
最
も
重
要

で
は
な
い
か
（
福
井
氏
）」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

最
後
に
、中
川
副
会
長
が
、

「
人
口
減
少
や
高
齢
化
と
い

っ
た
課
題
も
多
い
が
、
医
療

を
資
源
の
量
に
合
わ
せ
る
の

で
は
な
く
、
例
え
ば
驚
異
的

に
進
む
技
術
革
新
等
の
力
も

借
り
て
、皆
で
創
意
工
夫
し
、

明
る
い
未
来
を
切
り
開
い
て

い
き
た
い
」
と
総
括
し
、
盛

会
裏
に
終
了
と
な
っ
た
。

な
お
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
記
録
集
は
、電
子
書
籍（
日

医
Ｌ
ｉ
ｂ
）
及
び
日
医
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
６
月
頃
を

目
途
に
公
表
す
る
予
定
。

クロイバー氏

河合氏福井氏

医
療
が
必
要
な
場
合
は
約
60

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
北
見

市
の
病
院
に
運
ん
で
い
る
こ

と
な
ど
、
現
状
を
説
明
。

「
地
域
偏
在
を
考
え
る
と
、

何
ら
か
の
仕
組
み
に
よ
る
適

正
な
医
師
の
配
置
、
専
門
診

療
科
が
な
い
地
域
に
お
け
る

総
合
診
療
医
の
在
り
方
や

Doctor to Doctor

（
医
師

に
対
す
る
専
門
医
の
コ
ン
サ

ル
ト
な
ど
）
の
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
の
在
り
方
も
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

の
考
え
を
示
し
た
。

続
い
て
、
中
川
副
会
長
と

石
川
広
己
常
任
理
事
が
座
長

と
な
り
、
講
演
に
移
っ
た
。
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平
成
31
年
度
診
療
報
酬
改
定
の

「
答
申
」
を
受
け
て

2
月
13
日

■■■■■■■■

児
童
虐
待
防
止
に
関
す
る

日
医
の
見
解
に
つ
い
て

	 日　時　平成31年3月31日（日）午前9時30分
	 場　所　	日本医師会館	

東京都文京区本駒込2丁目28番16号
１．開　　会
１．会長挨拶
１．	報　　告	
平成31年度日本医師会事業計画及び予算の件

１．	議　　事	
第1号議案　平成30年度日本医師会会費減免申請の件	
第2号議案　裁定委員補欠選任の件

１．閉　　会

第144回日本医師会臨時代議員会 次第

同
常
任
理
事
は
ま
ず
、
改

定
の
概
要
と
し
て
、
（
１
）

本
体
改
定
率
は
プ
ラ
ス
０
・

41
％
で
あ
り
、
改
定
財
源
約

４
７
０
０
億
円
の
う
ち
医
科

は
約
４
０
０
０
億
円
と
さ
れ

た
、
（
２
）
薬
価
・
材
料
価

格
改
定
に
つ
い
て
は
、
適
正

な
消
費
税
の
転
嫁
を
行
う
観

点
か
ら
市
場
実
勢
価
格
を
踏

ま
え
て
行
う
も
の
で
あ
り
、

通
常
改
定
と
は
異
な
る
臨
時

的
な
改
定
と
い
う
位
置
づ
け

で
あ
る
、
（
３
）
医
療
機
関

の
仕
入
れ
に
係
る
消
費
税
負

担
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、

平
成
26
年
度
改
定
と
同
様

に
、
基
本
診
療
料
に
点
数
を

上
乗
せ
す
る
こ
と
を
中
心
に

対
応
す
る
、
（
４
）
平
成
26

年
度
改
定
の
対
応
で
は
補
て

ん
不
足
が
判
明
し
た
た
め
、

可
能
な
限
り
実
態
を
踏
ま
え

た
き
め
細
や
か
な
配
分
を
、

課
税
経
費
率
や
医
療
費
シ
ェ

ア
等
を
活
用
し
て
精せ

い

緻ち

に
行

う
、（
５
）
消
費
税
率
が
５
％

か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
際
の
対
応
を
い
っ
た
ん
リ

セ
ッ
ト
し
、
５
％
か
ら
10
％

へ
の
対
応
を
行
う

─
こ
と

等
を
説
明
し
た
。

そ
の
上
で
、
非
課
税
で
あ

る
社
会
保
険
診
療
と
消
費
税

の
関
係
に
つ
い
て
、
医
療
機

関
は
仕
入
れ
等
で
コ
ス
ト
を

支
払
う
時
に
消
費
税
を
負
担

し
て
お
り
、
増
税
に
伴
っ
て

必
要
と
な
る
コ
ス
ト
の
補
て

ん
が
診
療
報
酬
に
上
乗
せ
さ

れ
て
い
る
が
、
公
聴
会
で
も

そ
の
周
知
の
必
要
性
が
指
摘

さ
れ
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
民
に
理
解
さ
れ
る
よ

う
に
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
・
周
知

を
行
う
よ
う
、
国
へ
要
望
。

「
今
回
の
診
療
報
酬
の
上
乗

せ
が
、
決
し
て
医
療
機
関
の

利
益
に
な
る
わ
け
で
は
な
い

こ
と
を
ご
理
解
頂
き
た
い
」

と
強
調
し
た
。

更
に
、
患
者
さ
ん
の
立
場

で
は
、
受
診
の
際
に
受
け
た

個
別
の
診
療
行
為
に
直
接
対

応
す
る
消
費
税
分
を
負
担
す

る
の
が
理
解
し
や
す
い
考
え

方
で
あ
る
も
の
の
、
過
去
に

個
別
の
診
療
項
目
に
上
乗
せ

し
た
結
果
、
検
証
不
可
能
な

状
態
に
な
っ
た
た
め
、
で
き

る
限
り
シ
ン
プ
ル
で
、
分
か

り
や
す
く
、
広
く
薄
く
公
平

に
上
乗
せ
す
る
の
が
望
ま
し

い
と
い
う
こ
と
で
、
基
本
診

療
料
に
代
表
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
経
緯
を
紹
介
。
診
療

報
酬
へ
の
上
乗
せ
で
対
応
す

る
限
り
、
全
て
の
人
に
納
得

し
て
も
ら
え
る
上
乗
せ
は
で

き
な
い
こ
と
に
理
解
を
求
め

た
。

ま
た
、
同
常
任
理
事
は

（
４
）
に
つ
い
て
、
平
成
元

年
度
改
定
以
降
、
長
年
、
補

て
ん
が
十
分
で
あ
る
か
否
か

に
つ
い
て
、
検
証
に
基
づ
く

見
直
し
が
全
く
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
医
療

界
に
は
不
信
感
や
不
満
が
あ

っ
た
と
し
た
上
で
、
「
平
成

が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

中
、
よ
う
や
く
き
め
細
や
か

な
配
分
と
継
続
的
な
検
証
ル

ー
ル
が
で
き
た
こ
と
は
、
遅

き
に
失
す
る
感
は
否
め
な
い

が
、
こ
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
、

控
除
対
象
外
消
費
税
の
問
題

は
対
応
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
る
」
と
指
摘
。
今
後
、

継
続
的
な
検
証
と
必
要
に
応

じ
た
見
直
し
が
適
切
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
注
視

し
て
い
く
方
針
を
示
し
た
。

同
常
任
理
事
は
最
後
に
、

将
来
消
費
税
率
が
10
％
か
ら

更
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
際
の

医
療
に
係
る
消
費
税
問
題
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、今
後
、

幅
広
い
議
論
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
の
認
識
を
示

し
た
。

る
関
係
閣
僚
会
議
を
開
き
、

新
た
な
対
策
と
し
て
、
現
在

把
握
し
て
い
る
全
て
の
虐
待

ケ
ー
ス
の
１
カ
月
以
内
の
緊

急
安
全
確
認
等
の
新
た
な
ル

ー
ル
や
威
圧
的
な
保
護
者
に

対
す
る
複
数
機
関
で
の
共
同

対
処
ル
ー
ル
を
設
定
す
る
と

と
も
に
、
児
童
虐
待
防
止
対

策
体
制
総
合
強
化
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
児
童
福
祉
司
を
来

年
度
に
約
１
０
０
０
人
増
員

す
る
な
ど
の
体
制
の
抜
本
的

強
化
に
取
り
組
む
よ
う
、
厚

生
労
働
省
を
始
め
、
各
府
省

庁
に
対
し
て
指
示
を
し
た
、

（
３
）
現
行
の
児
童
福
祉
法

に
お
い
て
児
童
相
談
所
に
は

医
師
ま
た
は
保
健
師
を
配
置

す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現

在
、
厚
労
省
で
は
、
児
童
相

談
所
の
体
制
整
備
の
推
進
と

し
て
、
全
て
の
児
童
相
談
所

に
医
師
を
配
置
す
る
こ
と
を

明
文
化
す
る
な
ど
、
同
法
の

改
正
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ

れ
て
い
る

─
こ
と
な
ど
、

政
府
等
の
対
応
を
説
明
。
児

童
相
談
所
へ
の
児
童
虐
待
の

疑
い
の
通
告
件
数
が
年
々
増

加
し
て
い
る
中
で
、
そ
の
対

応
能
力
の
強
化
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
し
た
。

ま
た
、
同
常
任
理
事
は
、

「
今
後
は
児
童
相
談
所
が
医

学
的
な
知
見
を
踏
ま
え
て
対

応
で
き
る
よ
う
な
体
制
の
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
意
思
決
定
に
お
い
て

日
常
的
に
医
師
が
関
与
し
、

対
応
で
き
る
よ
う
な
体
制
整

備
な
ど
、
医
師
の
役
割
の
明

確
化
も
必
要
で
あ
る
」
と
強

調
。
地
域
に
お
け
る
児
童
虐

待
の
予
防
や
早
期
発
見
・
早

期
対
応
の
た
め
に
は
、医
師
、

医
師
会
の
積
極
的
な
関
与
や

周
辺
の
医
療
機
関
の
協
力
を

求
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ

り
、
医
師
・
保
健
師
・
社
会

福
祉
士
等
の
専
門
家
が
、
そ

の
対
応
能
力
の
向
上
の
た
め

に
自
治
体
や
学
会
な
ど
が
開

催
し
て
い
る
研
修
へ
参
加
す

る
と
と
も
に
、
医
師
会
と
の

協
力
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
の
考
え
も
示
し
た
。

更
に
、
日
医
の
児
童
虐
待

防
止
に
関
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、
２
０
０
６
年
の
「
子

ど
も
支
援
日
本
医
師
会
宣

言
」
に
お
い
て
、
「
虐
待
の

予
防
と
早
期
発
見
」を
掲
げ
、

２
０
１
１
年
か
ら
国
民
へ
の

児
童
虐
待
防
止
の
啓
発
活
動

の
一
環
と
し
て
、
医
師
・
弁

護
士
の
他
、
一
般
市
民
・
児

童
養
護
施
設
関
係
者
・
児
童

福
祉
関
係
者
・
保
健
師
・
学

校
教
職
員
等
を
対
象
と
し
た

「
子
育
て
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
全
国
で
開
催
し
て
い
る
こ

と
を
報
告
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
主
な
内

容
は
、「
児
童
福
祉
の
観
点
」

「
子
ど
も
家
庭
と
社
会
的
養

護
の
現
状
と
課
題
」
「
市
町

村
に
お
け
る
虐
待
予
防
の
取

り
組
み
」
「
精
神
科
医
療
か

ら
の
虐
待
予
防
と
対
応
」「
周

産
期
医
療
か
ら
の
虐
待
予

防
」
な
ど
で
あ
り
、
次
回
は

３
月
23
日
に
栃
木
県
で
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
た
。

ま
た
、
昨
年
12
月
に
成
立

し
た
成
育
基
本
法
に
お
い

て
、
母
子
保
健
や
児
童
福
祉

分
野
の
連
携
強
化
を
う
た

い
、
〝
防
げ
る
死
〟
を
防
ぐ

体
制
の
整
備
と
支
援
強
化
を

今
後
期
待
さ
れ
る
政
策
の
一

つ
と
し
て
い
る
こ
と
に
触

れ
、
日
医
と
し
て
児
童
虐
待

防
止
に
向
け
た
政
策
提
言
を

今
後
も
引
き
続
き
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
と
し
た
。

松
本
吉
郎
常
任
理
事
は
、

２
月
13
日
に
都
内
で
開
催
さ

れ
た
中
医
協
総
会
で
、
10
月

の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴

う
平
成
31
年
度
診
療
報
酬
改

定
に
関
す
る
答
申
が
ま
と
ま

り
、
田
辺
国
昭
中
医
協
会
長

（
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政

治
学
研
究
科
教
授
）
か
ら
根

本
匠
厚
生
労
働
大
臣
（
代

理
：
大
口
善
德
厚
労
副
大

臣
）
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
今
回
の
改
定
に
対
す

る
日
医
の
考
え
を
説
明
し

た
。

平
川
俊
夫
常
任
理
事
は
、

千
葉
県
野
田
市
で
起
き
た
児

童
虐
待
死
亡
事
件
を
受
け
て

日
医
の
見
解
を
示
し
た
。

同
常
任
理
事
は
ま
ず
、
今

回
の
事
件
に
つ
い
て
、
「
児

童
相
談
所
が
虐
待
の
リ
ス
ク

を
認
識
し
て
い
な
が
ら
、
昨

年
３
月
の
目
黒
区
で
の
児
童

虐
待
死
亡
事
件
の
教
訓
が
生

か
せ
な
か
っ
た
こ
と
は
大
変

遺
憾
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

そ
の
上
で
、
（
１
）
国
連

の
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
が

日
本
政
府
に
対
し
、
子
ど
も

虐
待
対
策
の
強
化
を
勧
告
し

た
、（
２
）
政
府
は
そ
の
翌
日
、

児
童
虐
待
防
止
対
策
に
関
す
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第7回「日本医師会　赤ひげ大賞」の受賞者の日頃の活動と、3月15日に
開催される表彰式の模様や受賞者の日常の奮闘ぶりを紹介する特集番組が
BSフジで放映されます。
　番組名：「密着！かかりつけ医たちの奮闘～第7回赤ひげ大賞受賞者～」
　日　時：3月23日（土）午後2時～（55分）
なお、表彰式の模様は本紙第1383（4月20日）号でも詳報するとともに、
今回の受賞者を紹介した冊子を『日医雑誌』5月号に同梱する予定です。
併せてご覧下さい。� 日医広報課

お知らせ

　1人の患者が、複数の臓器がんに罹患していることを「多重がん（または重複がん）」
と呼びます。特に、初回のがんの診断から2～ 6カ月以内の同時期に診断された多
重がんは、2～ 17％の頻度とされています（1）。
　通常、がんと診断された患者が転移性ではない新たな別の部位のがんに罹患する
確率は、患者にリスク因子がなければ一般的な確率と同じであるため低い確率にな
ります。そのため、多重がんを疑うべき患者は、複数の臓器にわたる発がんリスク
因子を保有している患者（右表参照）となります。特に遺伝性腫瘍の場合には、特
徴的ながん種の組み合わせでの発症が、疑うポイントになります。
　がん患者と面談する際には、そのがんのリスク因子と共通する他のがんがないか
どうかについて、詳細な病歴聴取及び診察に基づいて、精査の追加を検討頂くよう、
お願いいたします。

参考文献：
1）ESMO�Open.�2017�May�2;�2(2):�e000172.
2）Ann�Oncol.�2012�May;�23(5):�1362-9.

表　代表的ながんリスク因子と複数臓器のがんの例 
〔参考文献1）, 2）を基に作成〕

リスク因子 頻度が上昇するがん種

生活習慣 喫煙 口腔がん、咽頭喉頭がん、食道がん、
胃がん、結腸直腸がん、肝臓がん、膵
臓がん、子宮頸がん、卵巣がん、膀胱
がん、腎臓がん、白血病

アルコール 口腔がん、咽頭がん、食道がん、結腸
直腸がん、肝臓がん、乳がん

環境因子 HPV感染 口腔がん、咽頭喉頭がん、肛門がん、
陰茎がん、外陰がん、膣がん、子宮頸
がん

患者の因子
（遺伝性腫瘍）

遺 伝 性 乳 が ん�
卵巣がん症候群
（BRCA1、BRCA2）

乳がん、卵巣がん、前立腺がん、悪性
黒色腫
特徴的な組み合わせ：同時性両側また
は異時性乳がん、乳がんと卵巣がん、
前立腺がんと膵臓がん、または悪性黒
色腫

リンチ症候群
（ミスマッチ修復
遺伝子）

結腸直腸がん、子宮体がん、卵巣がん、
胃がん、尿路系腫瘍、小腸がん、膵臓
がん、胆道がん
特徴的な組み合わせ：結腸がんと子宮
体がん、結腸がんと卵巣がん

多重がんとは何か、
  そして普段どのように精査を考えるのか

特別寄稿

国立がん研究センター中央病院　乳腺・腫瘍内科
下井 辰徳、藤原 康弘

総
勢
80
名
を
超
え
る
超
党

派
の
国
会
議
員
で
組
織
す
る

「
医
療
基
本
法
の
制
定
に
む

け
た
議
員
連
盟
」
が
設
立
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
設

立
総
会
が
２
月
６
日
に
都
内

で
開
催
さ
れ
、
日
医
か
ら
は

横
倉
義
武
会
長
、
平
川
俊
夫

常
任
理
事
、
畔
柳
達
雄
参
与

が
出
席
し
た
。

日
医
で
は
こ
れ
ま
で
、
会

内
の
医
事
法
関
係
検
討
委
員

会
が
平
成
26
年
３
月
に
「
『
医

療
基
本
法
』
の
制
定
に
向
け

た
具
体
的
提
言
（
最
終
報

告
）
」
を
ま
と
め
た
後
、
平

成
28
年
７
月
に
は
「
医
療
基

本
法
（
仮
称
）
に
も
と
づ
く

医
事
法
制
の
整
備
に
つ
い

て
」
を
公
表
。
こ
れ
ら
を
基

に
、
医
療
基
本
法
の
制
定
を

強
く
求
め
て
き
た
。

当
日
は
、
ま
ず
、
議
員
連

盟
の
会
長
に
選
任
さ
れ
た
尾

秀
久
参
議
院
議
員
が
、「
今

回
の
医
療
基
本
法
は
画
期
的

な
も
の
で
あ
り
、
相
当
の
覚

悟
を
も
っ
て
し
っ
か
り
と
仕

上
げ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

引
き
続
き
、
事
務
局
長
に

就
任
し
た
羽
生
田
俊
参
議
院

議
員
が
、
議
員
連
盟
発
足
の

趣
旨
等
を
説
明
し
た
。

羽
生
田
事
務
局
長
は
、「
医

療
の
提
供
側
と
医
療
を
受
け

る
側
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
10
年

以
上
に
わ
た
っ
て
議
論
が
行

わ
れ
、
時
に
は
ぶ
つ
か
る
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
今
は
医
療

基
本
法
を
制
定
す
る
と
い
う

方
向
で
一
致
し
て
い
る
」
と

し
た
上
で
、
「
国
民
目
線
の

医
療
と
い
う
考
え
方
で
、
医

療
基
本
法
を
制
定
し
た
い
」

と
意
欲
を
示
し
た
。

引
き
続
き
、
患
者
団
体
等

に
続
い
て
あ
い
さ
つ
を
行
っ

た
横
倉
会
長
は
、
「
医
療
提

供
者
と
患
者
と
の
関
係
を
議

論
す
る
際
に
、
基
本
と
な
る

法
律
が
必
要
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
、
医
療
基
本
法

の
制
定
を
求
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
医
療
提
供
者
と
患
者

は
対
立
構
造
で
捉
え
ら
れ
が

ち
で
あ
る
が
、
本
来
、
闘
う

べ
き
は
病
気
や
け
が
で
あ

る
。
患
者
が
闘
い
、
そ
れ
を

い
か
に
医
療
提
供
者
が
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
く
か
と
い
う
観

点
か
ら
、
こ
の
法
律
が
し
っ

か
り
と
し
た
も
の
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
、

出
席
議
員
に
協
力
を
求
め
た
。

続
い
て
平
川
常
任
理
事
が

日
医
に
お
け
る
検
討
の
経
緯

や
基
本
的
な
考
え
方
を
説
明

し
た
。

同
常
任
理
事
は
、
「
医
療

基
本
法
は
、
憲
法
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
て
い
る
生
存
権
や

幸
福
追
求
権
等
と
医
療
法
や

医
師
法
と
い
っ
た
個
別
法
を

媒
介
す
る
親
法
の
よ
う
な
位

置
づ
け
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

る
」
と
の
考
え
を
示
し
た
上

で
、
法
律
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
医
療
提
供
者
と
患
者
、

そ
れ
ぞ
れ
の
権
利
と
責
務
、

国
・
地
方
公
共
団
体
等
の
責

務
を
制
定
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
「
医
療
界
、

患
者
、
国
民
の
総
意
と
し
て

の
法
制
定
を
目
指
し
た
い
。

基
本
法
の
制
定
に
よ
っ
て
ど

の
よ
う
な
医
療
の
在
り
方
が

可
能
と
な
る
の
か
、
よ
り
良

い
医
療
を
実
現
す
る
た
め
、

国
民
的
な
議
論
を
醸
成
し
、

そ
の
中
で
合
意
を
得
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
で

は
、
出
席
議
員
か
ら
、
医
療

基
本
法
制
定
の
必
要
性
を
訴

え
る
意
見
が
多
く
出
さ
れ

た
。同

議
員
連
盟
で
は
、
今
後
、

検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を

決
め
た
上
で
、
国
会
に
提
出

す
る
法
案
の
策
定
に
向
け

た
、
議
論
を
加
速
さ
せ
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

事
務
局
長
に
は

        
羽
生
田
参
議
院
議
員
が
就
任

「
医
療
基
本
法
の
制
定
に
む
け
た
議
員
連
盟
」が
発
足第7回

日本医師会
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第
55
回
九
州
首
市
医
師
会

連
絡
協
議
会
が
１
月
19
日
に

熊
本
市
内
で
開
催
さ
れ
、
在

宅
医
療
・
地
域
医
療
構
想
調

整
会
議
な
ど
に
つ
い
て
活
発

な
議
論
が
戦
わ
さ
れ
た
。

会
議
後
の
懇
親
会
に
先
立

ち
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
″
く
ま

モ
ン
〟
と
の
撮
影
会
が
あ
っ

た
。
５
日
前
、
14
日
放
送
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
仕
事
の
流
儀
」
に
人
間

以
外
と
し
て
初
め
て
取
り
上

げ
ら
れ
、
大
変
な
反
響
と
聞

い
て
い
た
た
め
、
タ
イ
ム
リ

ー
な
演
出
に
参
加
者
は
次
々

と
記
念
撮
影
を
行
い
、
会
場

は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
た
。

懇
親
会
で
は
、
来

賓
と
し
て
出
席
さ
れ

た
蒲
島
郁
夫
熊
本
県

知
事
の
あ
い
さ
つ
に

合
わ
せ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
繰
り
広
げ
、
満
場
の
拍
手

を
浴
び
て
い
た
。

ま
た
、
会
議
の
参
加
者
に

は
白
衣
姿
の
″
く
ま
モ
ン
〟

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
ピ
ン
バ

ッ
ジ
が
配
布
さ
れ
た
。
勧
め

に
応
じ
着
け
て
み
る
と
、
意

外
に
派
手
さ
は
な
く
親
し
み

や
す
さ
を
感
じ
る
。
こ
れ
は
、

日
本
医
師
会
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
日
医
君
」
に
応
用
し
て

も
良
い
か
も
知
れ
な
い
と
勝

手
に
考
え
て
し
ま

っ
た
。

こ
の
″
く
ま
モ

ン
〟
、
熊
本
地
震

に
際
し
て
発
災
後
一
時
的
な

活
動
休
止
期
間
が
あ
っ
た
そ

う
だ
が
、
そ
の
姿
が
皆
に
安

心
感
を
与
え
る
と
の
こ
と
で

活
動
を
再
開
し
た
と
聞
く
。

望
む
べ
く
は
、
医
師
会
が

災
害
時
に
派
遣
す
る
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
も
、
そ
の
姿
を
見
た
だ
け

で
、
被
災
地
の
方
々
に
安
心

感
を
与
え
る
存
在
と
し
て
認

知
さ
れ
る
日
が
早
く
き
て
欲

し
い
も
の
だ
。

ス
ー
パ
ー
公
務
員
の
″
く

ま
モ
ン
〟
だ
が
、
当
日
は
19

時
頃
ま
で
の
時
間
外
勤
務
を

こ
な
し
て
い
た
。
働
き
方
改

革
が
進
む
中
、
医
師
の
働
き

方
に
も
関
心
が
集
ま
っ
て
い

る
。
地
域
医
療
の
維
持
に
十

分
配
慮
し
、
医
師
の
健
康
、

自
己
研け

ん
さ
ん鑽

に
も
支
障
の
出
に

く
い
知
恵
の
あ
る
改
革
案
が

望
ま
れ
る
。

	

〝
く
ま
モ
ン
〟
に
思
う

デ
ィ
ー
ジ
ッ
プ
・
チ
ョ
イ

韓
国
医
師
会
長
を
団
長
と
し

た
調
査
団
一
行
が
１
月
31

日
、
日
医
会
館
を
訪
れ
、
成

育
基
本
法
や
健
康
寿
命
の
延

伸
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進

等
に
つ
い
て
横
倉
義
武
会
長

ら
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

日
医
か
ら
は
横
倉
会
長
、

道
永
麻
里
常
任
理
事
の
他
、

鈴
木
邦
彦
前
常
任
理
事
が
出

席
し
た
。

意
見
交
換
会
は
、
横
倉
会

長
の
あ
い
さ
つ
で
開
会
。
横

倉
会
長
は
あ
い
さ
つ
の
中

で
、
昨
年
11
月
１
日
に
開
催

さ
れ
た
日
本
医
師
会
設
立
記

念
・
医
学
大
会
等
へ
の
参
加

に
謝
意
を
示
す
と
と
も
に
、

世
界
医
師
会
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）
前

会
長
の
立
場
か
ら
、
Ｗ
Ｍ
Ａ

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
対
す

る
協
力
に
つ
い
て
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
韓
国
の

保
健
大
臣
や
世
界
医
師
会
長

を
歴
任
し
た
テ
ィ
・
ジ
ュ

ン
・
ム
ン
韓
国
医
師
会
名
誉

会
長
や
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
議
長
、

Ｗ
Ｍ
Ａ
理
事
を
歴
任
し
た
ド

ン
・
チ
ュ
ン
・
シ
ン
氏
ら
を

通
じ
て
、
友
好
・
協
力
関
係

を
育
ん
で
き
た
こ
と
に
触

れ
、
「
チ
ョ
イ
会
長
の
下
、

こ
の
関
係
を
更
に
深
め
て
い

き
た
い
」
と
し
た
。

あ
い
さ
つ
の
後
、
事
前
に

同
調
査
団
か
ら
要
望
の
あ
っ

た
項
目
等
に
つ
い
て
横
倉
会

長
と
鈴
木
前
常
任
理
事
が
講

演
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
横
倉
会
長
が
、「
成

育
基
本
法
に
つ
い
て
」
を
テ

ー
マ
に
説
明
。
「
次
代
の
社

会
を
担
う
成
育
過
程
に
あ
る

者
の
個
々
の
尊
厳
を
重
ん

じ
、
全
て
の
妊
婦
、
子
ど
も

に
妊
娠
期
か
ら
成
人
期
ま
で

の
切
れ
目
の
な
い
医
療
・
教

育
・
福
祉
を
提
供
す
る
」
と

い
う
同
法
の
理
念
や
、
会
内

の
「
周
産
期
・
乳
幼
児
保
健

検
討
委
員
会
」
が
答
申
を
取

り
ま
と
め
て
か
ら
平
成
30
年

12
月
に
同
法
が
成
立
す
る
ま

で
の
経
緯
等
を
時
系
列
に
沿

っ
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、

同
法
成
立
の
意
義
を
強
調
し

た
。鈴

木
前
常
任
理
事
は
、「
健

康
寿
命
の
延
伸
と
地
域
包
括

ケ
ア
の
推
進
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
説
明
。
日
医
の
組

織
や
日
本
の
医
療
制
度
の
特

徴
を
概
説
し
た
上
で
、
健
康

寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
国
や

日
医
の
取
り
組
み
と
し
て
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

現
状
や
、
日
医
が
か
か
り
つ

け
医
を
中
心
と
し
た
医
療
提

供
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い

る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。
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講
演
終
了
後
の
意
見
交
換

で
は
、
韓
国
調
査
団
か
ら
多

数
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
ず
、
ソ
ン
・
ジ
ョ
ン
・

ギ
ョ
ン
韓
国
医
師
会
常
任
理

事
か
ら
の
、
地
域
包
括
ケ
ア

が
広
が
る
中
で
健
康
保
険
で

は
カ
バ
ー
で
き
な
い
部
分
へ

の
対
応
に
関
す
る
質
問
に

は
、
鈴
木
前
常
任
理
事
が
回

答
。
要
介
護
度
３
以
上
の
人

に
医
療
と
介
護
を
同
時
に
提

供
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た

他
、
軽
度
者
に
対
し
て
は
地

域
の
中
で
支
援
す
る
だ
け
で

な
く
、介
護
予
防
を
推
進
し
、

医
師
に
も
予
防
や
健
康
増
進

に
寄
与
し
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
と
の
考
え
を
示
し
た
。

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
介

護
予
防
の
活
動
に
本
当
に
参

加
し
て
欲
し
い
人
ほ
ど
参
加

率
が
低
い
現
状
が
あ
る
と
す

る
と
と
も
に
、
参
加
し
て
も

ら
う
た
め
の
工
夫
が
求
め
ら

れ
る
と
し
た
。

ヒ
ョ
ン
・
ウ
ー
・
パ
ク
韓

国
医
師
会
政
策
特
別
委
員
会

分
科
会
長
か
ら
の
、
大
学
病

院
等
を
受
診
す
る
患
者
が
多

過
ぎ
る
こ
と
へ
の
対
応
策
を

問
う
質
問
に
は
、
横
倉
会
長

が
、
日
本
も
同
様
の
問
題
を

抱
え
て
お
り
、
紹
介
状
な
し

で
大
病
院
を
受
診
す
る
場
合

等
に
定
額
負
担
を
導
入
し
た

こ
と
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
日
医
と
し
て
国
民
に
か

か
り
つ
け
医
を
も
つ
こ
と
を

呼
び
掛
け
て
い
る
と
し
た
。

ホ
ン
・
ジ
ュ
ン
・
パ
ク
韓

国
医
師
会
副
会
長
か
ら
の
、

患
者
が
大
病
院
か
ら
地
域
に

戻
っ
て
き
た
際
の
連
携
体
制

の
在
り
方
に
つ
い
て
の
質
問

に
対
し
て
は
、
横
倉
会
長
が

日
本
で
は
診
療
報
酬
上
で
在

宅
療
養
支
援
病
院
等
を
評
価

す
る
な
ど
、
体
制
の
整
備
が

進
ん
で
い
る
一
方
、
大
都
市

の
在
宅
医
療
は
不
足
し
て
い

る
現
状
が
あ
る
と
説
明
。
ま

た
、
在
宅
医
療
専
門
の
診
療

所
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
懸

念
を
示
し
、
そ
う
い
っ
た
診

療
所
と
地
域
の
医
師
会
の
協

力
体
制
の
構
築
を
課
題
と
し

て
挙
げ
た
。

ま
た
、
ヨ
ン
ジ
ュ
・
キ
ム

韓
国
医
師
会
政
策
特
別
委
員

会
分
科
会
長
か
ら
「
高
齢
社

会
を
迎
え
る
中
で
、
韓
国
で

は
政
府
主
導
の
政
策
に
よ
り

医
師
に
も
負
担
が
求
め
ら
れ

て
い
る
」
と
し
て
、
日
本
の

現
状
を
問
わ
れ
た
横
倉
会
長

は
、
「
高
齢
社
会
と
な
り
、

社
会
保
障
費
が
伸
び
て
い
く

中
、
診
療
報
酬
改
定
等
で
十

分
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
医
療
は
生
活
の
中
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ

と
国
民
に
理
解
し
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
」と
強
調
し
た
。

そ
の
他
、
政
策
策
定
の
た

め
の
手
順
や
政
党
・
国
会
議

員
と
の
協
力
関
係
等
、
日
本

医
師
連
盟
の
活
動
に
つ
い
て

も
質
問
が
出
さ
れ
た
。

最
後
に
、
チ
ョ
イ
韓
国
医

師
会
長
が
、
横
倉
会
長
、
鈴

木
前
常
任
理
事
の
講
演
及
び

質
問
へ
の
回
答
に
対
す
る
謝

意
を
示
す
と
と
も
に
、「
こ
れ

か
ら
も
緊
密
な
関
係
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
意

見
交
換
会
は
終
了
と
な
っ
た
。

韓国医師会調査団との
                       意見交換会を実施

韓国医師会調査団一行と

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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地
獄
で
仏
様
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三
宅
　
良
平
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「
旅
先
で
　
役
に
立
た
な
い 

　
医
師
免
許
」

江
田
明
日
香

〝
地
獄
で
仏
様
〟
と
い
う

た
だ
な
ら
ぬ
タ
イ
ト
ル
で
す

が
、
地
獄
に
つ
い
て
述
べ
る

よ
り
も
、
旅
先
で
出
会
っ
た

仏
様
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と

に
し
ま
す
。

８
月
に
例
年
の
ご
と
く
、

義
弟
の
禅
寺
を
訪
れ
る
た
め

高
知
に
向
か
い
ま
し
た
。
覚

悟
は
し
て
い
た
の
で
す
が
、

山
陽
自
動
車
道
の
岡
山
付
近

で
大
渋
滞
。
や
む
な
く
山
陽

道
を
降
り
て
国
道
沿
い
に
進

む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

郊
外
ま
で
走
っ
た
と
こ
ろ

で
急
に
愛
車
が
エ
ン
ス
ト
、

運
転
中
に
急
に
ハ
ン
ド
ル
が

ロ
ッ
ク
さ
れ
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
不
能
と
な
り
ま
し
た
。

高
速
道
路
や
高
知
道
の
山

道
で
エ
ン
ス
ト
す
る
と
大
事

故
に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
今

思
い
出
し
て
も
ぞ
っ
と
し
ま

す
。何

と
か
車
を
路
肩
ま
で
移

動
さ
せ
た
も
の
の
、
真
っ
昼

間
の
猛
暑
の
中
、
気
温
は
優

に
35
度
は
超
え
て
い
ま
し

た
。
80
歳
を
超
え
た
祖
父
母

も
一
緒
で
、
そ
れ
こ
そ
命
の

危
険
を
感
じ
る
ほ
ど
の
暑
さ

で
し
た
。

途
方
に
暮
れ
て
い
た
そ
の

時
、
路
肩
沿
い
の
民
家
の
方

が
声
を
掛
け
て
下
さ
い
ま
し

た
。

「
Ｊ
Ａ
Ｆ
が
来
る
ま
で
応

接
間
で
休
憩
し
て
下
さ
い
。

留
守
に
す
る
か
ら
自
由
に
家

を
お
使
い
下
さ
い
」
と
驚
く

ほ
ど
の
親
切
な
申
し
出
で
、

お
茶
菓
子
ま
で
頂
戴
し
ま
し

た
。
そ
の
隣
の
お
宅
か
ら
は
、

自
家
製
の
ス
イ
カ
の
差
し
入

れ
ま
で
頂
き
ま
し
た
。

地
獄
で
仏
様
に
お
会
い
し

た
よ
う
な
思
い
で
、
今
で
も

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

も
し
自
分
が
同
じ
立
場
な

ら
、
見
知
ら
ぬ
人
に
こ
の
よ

う
な
親
切
が
で
き
た
か
ど
う

か
？　

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
見

て
見
ぬ
ふ
り
を
し
た
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

車
の
エ
ン
ス
ト
は
猛
暑
の

中
で
腹
立
た
し
い
経
験
で
し

た
が
、
心
休
ま
る
爽
や
か
な

気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
ま
で
あ
ち
こ
ち
旅
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
旅

先
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
数
多
く

遭
遇
し
、
そ
の
た
び
に
幸
運

に
恵
ま
れ
た
感
が
あ
り
ま

す
。数

年
前
に
ア
ラ
ス
カ
を
一

人
旅
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
ア
ラ
ス
カ
は
学
生
時
代

に
も
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、

自
分
で
は
慣
れ
て
い
る
つ
も

り
で
し
た
。

終
日
の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ

ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
が
、

あ
い
に
く
の
雨
天
で
立
ち
往

生
が
続
き
、
ツ
ア
ー
が
終
わ

っ
た
の
は
深
夜
12
時
を
回
っ

て
い
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
の
迎
え
が
来
る
予

定
で
し
た
が
、
い
く
ら
待
っ

て
も
迎
え
が
来
ま
せ
ん
。
と

う
と
う
、
ア
ラ
ス
カ
の
荒
野

の
中
で
た
っ
た
一
人
取
り
残

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
仕

方
な
く
西
も
東
も
分
か
ら
な

い
ま
ま
、
暗
闇
の
中
を
と
ぼ

と
ぼ
歩
き
始
め
ま
し
た
。

熊
に
襲
わ
れ
な
い
か
と
恐

る
恐
る
歩
い
て
約
１
時
間
経

っ
た
頃
、
遠
く
か
ら
車
が
１

台
こ
ち
ら
に
走
っ
て
き
ま
し

た
。
大
き
く
手
を
振
っ
て
助

け
を
求
め
ま
し
た
。

そ
の
車
に
は
別
の
ホ
テ
ル

で
働
い
て
い
る
若
者
が
数
人

乗
っ
て
い
て
、
帰
宅
途
中
と

の
こ
と
で
し
た
。
事
情
を
話

し
て
助
け
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
快
く
ホ
テ
ル
ま
で
私
を

運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

あ
の
ま
ま
歩
き
続
け
て
い

た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
こ
と

か
、
今
で
も
ぞ
っ
と
し
ま
す
。

助
け
て
く
れ
た
若
者
グ
ル
ー

プ
は
、
私
に
と
っ
て
ま
さ
に

地
獄
で
出
会
っ
た
仏
様
の
よ

う
な
あ
り
が
た
い
存
在
と
な

り
ま
し
た
。

２
０
０
３
年
８
月
14
日
夕

方
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
以
下
、

Ｎ
Ｙ
）
で
大
停
電
が
起
こ
り

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時

家
族
で
Ｎ
Ｙ
の
ホ
テ
ル
に
滞

在
し
て
い
ま
し
た
。
40
階
近

く
の
部
屋
に
い
ま
し
た
が
、

も
ち
ろ
ん
エ
ア
コ
ン
や
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

い
ま
し
た
。
40
階
近
く
を
徒

歩
で
上
っ
た
り
下
り
た
り
で

大
変
で
し
た
。

２
０
０
１
年
１
月
に
テ
ロ

事
件
が
起
こ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
お
互
い
に
助
け
合
う
気

持
ち
が
Ｎ
Ｙ
で
は
強
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ど
の
ホ
テ
ル

で
も
ロ
ビ
ー
を
開
放
し
、
飲

み
物
や
軽
食
・
果
物
を
宿
泊

客
に
限
ら
ず
、
通
行
人
に
も

提
供
し
て
い
ま
し
た
。
忘
れ

が
た
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。こ

う
し
た
万
事
休
す
と
感

じ
た
思
い
出
の
方
が
、
か
え

っ
て
記
憶
に
残
る
も
の
で
す

が
、
年
を
取
っ
て
く
る
と
や

は
り
旅
先
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
や

ヒ
ヤ
ッ
と
す
る
思
い
は
で
き

る
だ
け
避
け
た
く
な
り
ま
し

た
。国

内
だ
と
何
と
か
乗
り
切

れ
そ
う
で
も
、
国
外
旅
行
に

な
る
と
ど
う
し
た
も
の
か
と

自
信
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
日
本
を
再
発
見
す
べ

く
、
国
内
旅
行
に
出
掛
け
た

い
な
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で

す
。

�

（
一
部
省
略
）

昨
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
に
、
家
族
で
石
垣
島
へ

出
掛
け
ま
し
た
。
青
い
海
と

南
島
ら
し
い
湿
っ
た
風
に
囲

ま
れ
て
、
海
で
遊
ん
だ
り
街

を
散
歩
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

旅
行
３
日
目
の
朝
の
こ

と
。
旅
疲
れ
が
出
た
の
か
、

次
男
（
５
歳
）
が
腹
痛
を
訴

え
始
め
ま
し
た
。

次
男
は
も
と
も
と
体
調
が

悪
く
な
る
と
嘔
吐
が
止
ま
ら

な
い
ケ
ト
ン
血
性
嘔
吐
症
疑

い
の
体
質
…
…
何
度
か
点
滴

経
験
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

ま
ず
い
予
感
…
…
そ
し
て
予

感
は
当
た
り
、
嘔
吐
し
始
め

ま
し
た
。

島
内
の
市
街
地
か
ら
車
で

40
分
ほ
ど
の
静
か
な
地
区
に

滞
在
し
て
い
た
の
で
、
周
り

に
は
商
店
も
な
く
、
イ
オ
ン

飲
料
を
求
め
て
展
望
台
の
自

販
機
ま
で
登
り
ま
し
た
。

そ
う
し
て
入
手
し
た
イ
オ

ン
飲
料
も
、
少
し
飲
ん
で
は

嘔
吐
し
、
横
に
い
る
小
児
科

医
（
母
親
の
私
）
は
見
守
る

こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。日

が
沈
む
頃
に
は
尿
も
少

な
く
、
ぐ
っ
た
り
し
て
、
こ

の
ま
ま
夜
を
越
す
の
は
危
な

い
気
配
が
し
ま
し
た
。
電
波

が
つ
な
が
る
場
所
ま
で
移
動

し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
病

院
を
検
索
、
市
街
地
に
あ
る

県
立
病
院
の
救
急
を
受
診
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

日
中
海
で
遊
ん
で
い
た
長

男
と
夫
に
は
留
守
番
を
し
て

も
ら
い
、
私
一
人
で
活
気
不

良
の
次
男
を
車
に
乗
せ
て
受

診
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。既

に
外
は
真
っ
暗
、
慣
れ

な
い
レ
ン
タ
カ
ー
と
カ
ー
ナ

ビ
頼
り
の
不
安
な
運
転
で

す
。
ほ
と
ん
ど
街
灯
も
信
号

も
な
い
道
で
対
向
車
も
数
少

な
く
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
だ
け

が
道
を
照
ら
し
ま
す
。
時
々

道
の
真
ん
中
に
大
き
な
オ
カ

ガ
ニ
や
カ
エ
ル
が
い
て
、
そ

れ
を
う
ま
く
か
わ
し
な
が
ら

の
危
険
な
運
転
が
続
き
ま
し

た
。40

分
ほ
ど
で
病
院
に
到
着

し
、
経
過
や
自
分
の
職
業
を

話
し
て
、
血
液
検
査
と
補
液

を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
血
糖
値
54
、
入
院

を
迷
う
く
ら
い
の
立
派
な
代

謝
性
ア
シ
ド
ー
シ
ス
で
し
た
。

補
液
を
開
始
す
る
と
次
男

の
顔
色
は
み
る
み
る
良
く
な

り
、
眠
り
始
め
ま
し
た
。

数
時
間
の
点
滴
中
、
私
は

と
い
う
と
、
や
っ
ぱ
り
救
急

っ
て
親
に
と
っ
て
は
本
当
に

あ
り
が
た
い
な
と
思
い
な
が

ら
、
混
雑
す
る
「
離
島
小
児

科
救
急
の
待
合
」
を
患
者
目

線
で
観
察
し
て
過
ご
し
ま
し

た
。帰

り
道
、
再
び
オ
カ
ガ
ニ

を
避
け
な
が
ら
の
ド
ラ
イ
ブ

に
な
り
ま
し
た
。

翌
朝
か
ら
次
男
は
見
違
え

る
ほ
ど
元
気
復
活
！
　

昼
に

は
パ
ス
タ
１
人
前
を
ペ
ロ
リ

と
食
べ
ま
し
た
。

想
定
外
の
病
院
受
診
に
泣

い
た
旅
の
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た

す
べ
く
、
今
年
の
連
休
も
ま

た
石
垣
島
へ
行
く
と
決
め
ま

し
た
。
今
回
は
病
院
要
ら
ず

の
旅
に
な
る
こ
と
を
切
に
願

い
、
次
男
の
リ
ュ
ッ
ク
に
輸

液
セ
ッ
ト
を
入
れ
て
出

発
！次

男
は
元
気
に
過
ご
し
て

い
て
、
こ
の
調
子
！

と
思
っ

て
い
た
ら
、
旅
行
３
日
目
に

再
び
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発
生

し
ま
し
た
。

去
年
訪
れ
る
は
ず
だ
っ
た

ビ
ー
チ
で
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
を

楽
し
ん
で
、
さ
あ
宿
へ
戻
ろ

う
と
い
う
時
の
こ
と
。
長
男

が
ビ
ー
チ
施
設
の
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
に
ど
う
し
て
も
登
り
た

い
と
言
い
出
し
、
す
ぐ
に
戻

る
こ
と
を
約
束
し
て
一
人
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
に
向
か
い
ま
し

た
。
し
ば
ら
く
経
っ
て
も
長

男
は
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。
い

や
な
予
感
…
…
。

様
子
を
見
に
行
く
と
、
高

さ
２
・
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ

る
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
下
で
一

人
、
肩
を
押
さ
え
な
が
ら
う

ず
く
ま
っ
て
泣
い
て
い
ま

す
。
小
学
３
年
生
の
長
男
が

泣
く
の
は
よ
っ
ぽ
ど
の
こ
と

で
す
。

長
男
の
話
に
よ
る
と
、
地

面
か
ら
垂
直
に
伸
び
る
登
り

棒
で
て
っ
ぺ
ん
ま
で
行
っ
た

と
こ
ろ
で
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
遊

具
に
引
っ
掛
か
り
、
そ
れ
を

外
そ
う
と
し
た
ら
手
が
滑
っ

て
地
面
ま
で
落
ち
た
と
の
こ

と
。ま

さ
か
骨
折
!?　

内
心
ヒ

ヤ
ヒ
ヤ
し
な
が
ら
、
ひ
と
ま

ず
歩
け
る
こ
と
を
確
認
し
て

宿
へ
戻
り
ま
し
た
。

ラ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
ド
を
脱
が

せ
て
み
る
と
、
一
目
で
分
か

る
右
鎖
骨
の
変
形
が
…
…
。

ガ
ガ
ー
ン
。
私
の
頭
の
中

は
、
「
何

で

？　

ま

た

？　

今
度
は
長
男
？　

病
院
受

診
？　

明
日
か
ら
の
旅
行

は
？
」
ハ
テ
ナ
が
ぐ
る
ぐ
る

回
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
夜
中
で
な
く
昼
間

の
う
ち
に
と
、
市
街
地
の
整

形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
向
か

い
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
真
ん
中
の
平
日
で
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
は
か
な
り
混
雑

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
も
次

男
用
の
輸
液
セ
ッ
ト
に
気
を

取
ら
れ
て
、
保
険
証
を
忘
れ

る
大
失
態
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
の
結

果
、
や
は
り
右
鎖
骨
骨
折
と

の
診
断
を
頂
き
、
鎖
骨
バ
ン

ド
を
し
て
宿
に
戻
り
ま
し

た
。こ

の
後
、
右
上
肢
の
可
動

域
制
限
は
あ
り
な
が
ら
も
、

釣
り
を
し
た
り
、
プ
ー
ル
に

少
し
だ
け
浸
か
っ
た
り
、
何

と
か
予
定
し
て
い
た
プ
ラ
ン

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ち

な
み
に
輸
液
セ
ッ
ト
は

出
番
な
く
持
ち
帰
り
ま
し

た
。想

定
外
な
こ
と
が
続
く
わ

が
家
の
旅
行
記
、
す
べ
ら
な

い
話
と
し
て
知
人
に
は
好
評

を
頂
い
て
い
ま
す
。

幸
い
ど
ち
ら
も
大
事
に
は

至
ら
ず
、
「
い
ろ
い
ろ
あ
っ

て
も
そ
の
状
況
下
で
楽
し

む
」
と
い
う
こ
と
を
家
族
で

共
有
し
た
貴
重
な
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
と
は
言
え
、
も

う
病
院
受
診
付
き
の
旅
行
は

懲
り
懲
り
で
す
。
来
年
は
行

き
先
を
慎
重
に
選
ぼ
う
と
思

い
ま
す
。

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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基
金
代
議
員
会
・
理
事
会
を
開
催

合
併
に
向
け
た
準
備
状
況
等
を
説
明

日
本
医
師
・
従
業
員
国
民

年
金
基
金
の
平
成
30
年
度
第

２
回
代
議
員
会
並
び
に
理
事

会
が
、
２
月
21
日
に
開
催
さ

れ
た
。

直
近
の
業
務
状
況
を
報
告

後
に
、
本
年
４
月
１
日
の
全

国
47
都
道
府
県
の
地
域
型
国

民
年
金
基
金
と
22
の
職
能
型

国
民
年
金
基
金
の
合
併
に
向

け
、
「
全
国
国
民
年
金
基
金　

日
本
医
師
・
従
業
員
支
部
」

の
設
立
準
備
状
況
等
が
説
明

さ
れ
た
。

合
併
の
主
な
目
的
は
、（
１
）

加
入
員
・
受
給
者
の
利
便
性

の
向
上
、（
２
）
事
業
運
営
基

盤
の
強
化
、
（
３
）
事
業
運

営
の
効
率
化

─
で
あ
る
。

合
併
に
よ
り
、
住
所
・
電

話
番
号
等
は
変
更
せ
ず
、
加

入
員
・
受
給
者
の
手
続
き
も

必
要
な
い
こ
と
等
が
確
認
さ

れ
た
。

ま
た
、
税
制
上
の
扱
い
も

従
来
ど
お
り
な
の
で
、
未
加

入
の
方
は
合
併
後
も
引
き
続

き
、
当
基
金
へ
の
加
入
を
検

討
頂
き
た
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
基
金
事

務
局
（

０
１
２
０
─

７
０

０
６
５
０
）
ま
で
。

日
医
が
読
売
新
聞
社
と
実

施
し
て
い
る
コ
ン
テ
ス
ト

「
生い

の

ち命
を
見
つ
め
る
フ
ォ
ト

＆
エ
ッ
セ
ー
」
の
フ
ォ
ト
部

門
の
審
査
員
で
あ
る
写
真
家

の
岩
合
光
昭
氏
が
初
監
督
し

た
映
画
「
ね
こ
と
じ
い
ち
ゃ

ん
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

各
地
で
上
映
が
開
始
さ
れ
て

い
る
。

本
作
品
は
、
累
計
発
行
部

数
35
万
部
を
超
え
る
大
人
気

コ
ミ
ッ
ク
「
ね
こ
と
じ
い
ち

ゃ
ん
」
（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ

Ａ
刊
）
を
実
写
化
し
た
も
の
。

岩
合
監
督
に
し
か
撮
れ
な
い

が
完
成

写
真
家
・
岩
合
光
昭
氏
の

 

初
監
督
映
画

「
ね
こ
と
じ
い
ち
ゃ
ん
」

猫
達
の
表
情
や
島
の
美
し
い

風
景
と
共
に
、
そ
こ
に
暮
ら

す
人
々
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
か
つ

繊
細
に
描
き
出
さ
れ
て
い

る
。出

演
は
、
主
演
を
務
め
る

落
語
家
・
立
川
志
の
輔
氏
の

他
、
柴
咲
コ
ウ
、
小
林
薫
、

田
中
裕
子
、
柄
本
佑
、
銀
粉

蝶
の
各
氏
な
ど
人
気
・
実
力

を
兼
ね
備
え
た
俳
優
陣
が
集

結
。
そ
し
て
、
も
う
一
人
の

主
人
公
、
猫
の
タ
マ
役
は
、

１
０
０
匹
以
上
の
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
か
ら
抜
擢
さ
れ
た

〝
ベ
ー
コ
ン
〟
が
務
め
、
主

演
の
立
川
氏
と
息
の
合
っ
た

演
技
を
見
せ
て
い
る
。

上
映
館
等
の
詳
細
は
、
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

nekojii-movie.com

）

を

ご
参
照
願
い
た
い
。

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
し
、
購
入
枚

数
（
一
人
合
計
10
枚
以
上
１

０
０
枚
以
下
）
、
種
別
（
ブ

ル
ー
ま
た
は
ピ
ン
ク
）
を
明

記
の
上
、
日
医
広
報
課
宛
て

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

折
り
返
し
、
入
金
方
法
（
銀

行
振
込
）
の
ご
案
内
を
お
送

り
し
ま
す
。

※
な
お
、
図
書
カ
ー
ド
の
発

送
は
、
代
金
の
振
込
（
入
金
）

確
認
後
と
な
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
：
日
医
広
報
課

〔
〒
113
─

８
６
２
１　

東
京

都
文
京
区
本
駒
込
２
─

28
─

16 

03
─

３
９
４
２
─

６
４

８
３
（
直
）、

03
─

３
９
４
６

─

６
２
９
５
、

kouhou@

po.med.or.jp

〕

日
医
で
は
新
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
日に

ち

い医
君く

ん

」
の
図
書
カ
ー

ド
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

今
回
よ
り
日
医
会
員
だ
け

で
な
く
、
会
員
の
医
療
機
関

で
働
く
方
々
や
医
師
会
の
職

員
等
も
購
入
可
能
と
な
り
ま

す
。

卒
業
・
入
学
祝
い
や
各
種

御
礼
な
ど
に
、
ぜ
ひ
ご
活
用

下
さ
い
。

〈
販
売
方
法
〉

◆
価
格
：
一
枚
５
０
０
円
（
税

込
）

◆
申
込
方
法
：
郵
便
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
、
郵

「
日
医
君
」図
書
カ
ー
ド 

販
売
中

に
ち
い
く
ん

卒
業
・
入
学
祝
い
に
ど
う
ぞ
！



（7）第1380号 日 医 ニ ュ ー ス 〔第3種郵便物認可〕平成31年3月5日

　日本医師会定款第19条及び第20条第3項の規
定に基づき、来る3月31日（日曜）午前9時30
分より東京都文京区本駒込2丁目28番16号日本
医師会館において、第144回日本医師会臨時代
議員会を開催いたしますが、その際、定款第
54条の規定により、本会裁定委員の補欠選任
を行います（任期は、定款第35条第2項及び同
施行細則第50条の規定により、平成31年3月31
日より平成31年度に関する定例代議員会終結
の時までとなります）。
　つきましては、日本医師会会員の中で裁定
委員に立候補しようとする者は、定款施行細
則第18条、第20条、第22条及び第50条の規定
に基づき、別紙様式により公示日から3月21日
（木曜）午後5時までの間に、本委員会宛てに
届け出るようお願い申し上げます。

記

1.		立候補しようとする者は、立候補届出書（様
式1）並びに候補者経歴表（様式2）を提出
して下さい。
2.		定款施行細則第24条の規定に基づき、候補
者は、氏名、経歴、所信、写真を本会ホー
ムページに掲載するよう申し出ることがで
きます。掲載を希望する候補者は、指定用
紙（A4判1枚）をもって、定款施行細則第
18条の規定にある期間内に本委員会宛てに
申請して下さい。申請された掲載文及び写
真は、そのままPDFファイル化し、本会ホ
ームページに掲載いたします。なお、定款
施行細則第25条の規定により、掲載文の中
で他人の名誉を傷つけ、善良な風俗を害し、
その他品位を損なう文言を記載することは
厳に禁じられています。また、本申し出が
ない場合でも、候補者の氏名及び所属都道
府県医師会名を本会ホームページに掲載す
る場合がございますので、ご了承下さい。

　今回補欠選任する裁定委員の定数は1名です。
　なお、裁定委員は定款第56条の規定により、
本会の役員及び代議員（予備代議員を含む。）
並びに他の医師会の役員及び裁定に関する委
員を兼ねることはできません。

（参　考）

公益社団法人 日本医師会定款（抜粋）
第6章　役員等

＜役員等の任期＞
第32条　理事及び監事の任期は、選任後2年以
内に終了する事業年度のうち最終のものに
関する定例代議員会の終結の時までとする。
2	 	理事又は監事は、法令に定める定数に足り
なくなるときは、任期の満了又は辞任によ
り退任した後も、新たに選任された者が就
任するまで、なお理事又は監事としての権
利義務を有する。
3	 	会計監査人の任期は、選任後1年以内に終了
する事業年度のうち最終のものに関する定
例代議員会の終結の時までとする。ただし、
その定例代議員会において別段の決議がさ
れなかったときは、再任されたものとみな
す。

＜役員の補欠の選任＞
第35条　理事又は監事が任期途中で退任し、
又は解任されたときは、なるべくすみやか
に、補欠の選任を行うものとする。
2	 	前項により選任された理事又は監事の任期
は、前任者の残任期間とする。

第9章　裁定委員会

＜裁定委員の選任＞
第54条　裁定委員は、本会会員の中から、代
議員会において選任する。

＜裁定委員の任期＞
第55条　裁定委員の任期は、第32条第1項（役
員等の任期）の規定を準用する。
2	 	任期の満了又は辞任により退任した裁定委
員は、後任者が選任されるまでは、引き続
きその職務を行うものとする。

＜裁定委員の兼職禁止＞
第56条　裁定委員は、本会の役員及び代議員
（予備代議員を含む。）並びに他の医師会の
役員及び裁定に関する委員を兼ねることが
できない。

公益社団法人 日本医師会定款施行細則（抜粋）
第3章　役員の選任

＜選任に関する必要事項の通知＞
第16条　選挙管理委員会は、役員の選任にあ
たっては、あらかじめ、選任に関する必要
な事項について、その要旨を都道府県医師
会長に通知しなければならない。

＜選任期日の公示＞
第17条　選挙管理委員会は、役員の選任の期

日を、その20日前までに、公示（本会の機
関誌へ掲載）しなければならない。

＜立候補届出＞
第18条　役員の候補者となろうとする者は、
会員10名以上50名以内の推薦を受けて、そ
の選任の期日の10日前までに、文書で、そ
の旨を選挙管理委員会に届け出なければな
らない。
2	 	前項の届出は、午前10時から午後5時までの
間にしなければならない。

＜経歴表の添付＞
第20条　第18条の規定による立候補届出には、
経歴表を添付しなければならない。

＜立候補届出書等の様式＞
第22条　立候補届出書、経歴表及び候補辞退
届出書の様式は、別紙で定める。

＜ホームページへの掲載＞
第24条　候補者は、選挙管理委員会に対し、
役員の選任において、候補者の氏名、経歴、
所信、写真を、本会ホームページに掲載す
るよう申し出ることができる。
2	 	前項の場合、候補者は、選挙管理委員会が
指定した用紙を用いた掲載文及び写真を添
えて、選挙管理委員会の指定する期日まで
に、文書で選挙管理委員会に申請しなけれ
ばならない。
3	 	選挙管理委員会は、前項の申請があったと
きは、掲載文及び写真を、本会ホームペー
ジに掲載する。
4	 	第1項の申し出がない場合であっても、選挙
管理委員会は、候補者の氏名及び所属都道
府県医師会名を、本会ホームページに掲載
することができる。
5	 	掲載の順序は、候補者一覧表の記載の順序
による。

＜品位保持＞
第25条　候補者は、前条第2項の掲載文には、
他人の名誉を傷つけ、善良な風俗を害し、
その他品位を損なう文言を記載してはなら
ない。

＜役員の任期の起算＞
第40条　役員の任期の起算は、その選任が行
われた時からとする。

第6章　裁定委員の選任

＜裁定委員の選任＞
第50条　定款第54条の規定に基づく裁定委員
の選任については、役員の選任に関する規
定を準用する。

日本医師会裁定委員の補欠選任に関する公示

公益社団法人日本医師会 
選挙管理委員会

（平成31年3月1日）
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書
籍
紹
介

ヴ
ォ
イ
ス
・
ケ
ア
・

ブ
ッ
ク

─
声
を
使
う
す
べ
て
の

人
の
た
め
に
─

竹
田
数
章
　
監
訳

　「妊婦・小児・腎」への投薬情報から「錠剤・カプ
セル剤」の粉砕可否情報まで、添付文書だけでは得
られない、生きた情報を豊富に掲載した医薬品情報
集『治療薬ハンドブック2019薬剤選択と処方のポイ
ント』（じほう発刊）を10名の方にプレゼントいたし
ます。
　なお、当選の発表は書籍の発送をもって代えさせ
て頂きます。
◆応募方法

①郵便番号②住所③氏名④年齢⑤日医のキャラ
クター「日医君」を使用したグッズとしては、
現在、図書カード、ぬいぐるみ、クリアファイル、
付
ふ せ ん

箋がありますが、その他で制作を希望されるもの（必須）
を明記の上、下記宛先まで、はがきまたはメールにて、ご
応募下さい〔平成31年3月15日（金）消印有効〕
◆応募・問い合わせ先

日医広報課
〒113─8621 文京区本駒込2─28─16

03─3942─6483（直）  present@po.med.or.jp

プレゼントのお知らせ

本
書
の
著
者
ガ
ー
フ
ィ
ー

ル
ド
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
、
ア
ン

ソ
ニ
ー
・
ヤ
ー
ン
は
そ
れ
ぞ

れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
イ
ヤ

ル
・
オ
ペ
ラ
、
ア
メ
リ
カ
の

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌
劇
場
の

ヴ
ォ
イ
ス
ド
ク
タ
ー
で
あ

る
。本

書
の
原
題
は
「Care of 

the Professional Voice

」

で
あ
り
、
職
業
歌
手
の
医
学

的
管
理
、
薬
と
声
、
手
術
と

歌
手
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の

発
声
、
芸
術
家
気
質
、
舞
台

に
立
つ
前
の
注
意
、
年
齢
と

声
、
声
に
影
響
を
与
え
る
身

体
の
病
気
な
ど
全
15
章
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
章
ご
と
に
話
が

完
結
し
て
お
り
、
興
味
の
あ

る
章
か
ら
読
む
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

声
を
酷
使
す
る
職
業
の
患

者
に
向
き
合
う
、
耳
鼻
咽
喉

科
医
を
始
め
と
し
た
各
科
の

医
師
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

歌
手
や
役
者
な
ど
、
声
を
な

り
わ
い
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

人
々
に
役
立
つ
内
容
と
な
っ

て
お
り
、
大
変
興
味
深
い
。

日
本
で
は
立
ち
遅
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
る
芸
能
医
学
の

理
解
と
発
展
の
た
め
の
一
助

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

一
冊
と
言
え
る
。

定
価　

３
４
５
６
円（
税
込
）

発
行　

音
楽
之
友
社

「
医
療
的
ケ
ア
」
の 

必
要
な
子
ど
も
た
ち

内
多
勝
康
　
著

東
京
の
国
立
成
育
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
内
に
「
も
み
じ

の
家
」
と
い
う
施
設
が
あ
る
。

同
施
設
は
、
自
宅
で
何
ら
か

の
医
療
的
ケ
ア
を
行
っ
て
い

る
子
ど
も
達
と
そ
の
家
族
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
医
療
型
短
期

入
所
施
設
で
、
平
成
28
年
４

月
に
開
設
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。医

療
が
高
度
化
し
た
こ
と

に
よ
り
、
多
く
の
子
ど
も
達

が
救
命
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
反
面
、
何
ら
か
の
医
療
を

自
宅
で
継
続
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
子
ど
も
も
増
え
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
施
設
の
果

た
す
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す

高
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

本
書
は
、
30
年
間
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
務
め
た
著

者
が
、
同
施
設
の
ハ
ウ
ス
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
転
身
し
た
経

緯
や
、
全
く
新
し
い
環
境
で

悪
戦
苦
闘
し
た
こ
と
、
依
然

と
し
て
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

ホ
ル
モ
ン
の
し
く
み

─
疾
患
別
ケ
ア
の 

ポ
イ
ン
ト
─赤

水
尚
史
　
著

ホ
ル
モ
ン
の
発
見
や
内
分

泌
の
概
念
は
19
世
紀
後
半
か

ら
始
ま
っ
た
比
較
的
新
し
い

領
域
と
言
え
る
が
、
そ
の
後

の
内
分
泌
学
の
進
歩
は
目
覚

ま
し
く
、
次
々
と
新
た
な
ホ

ル
モ
ン
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ

ら
の
構
造
や
機
能
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ホ
ル
モ
ン
産
生
機

構
、
分
泌
様
式
や
制
御
機
構
、

受
容
体
を
介
す
る
情
報
伝
達

機
構
な
ど
も
相
次
い
で
解
明

さ
れ
、
学
問
体
系
の
一
つ
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下

で
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

向
け
に
内
分
泌
疾
患
の
副
読

本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
が

本
書
で
あ
る
。

執
筆
者
に
は
日
本
内
分
泌

学
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
が
多

数
参
加
。
そ
の
内
容
は
全
２

章
に
わ
た
っ
て
、
広
範
な
内

分
泌
学
や
多
数
の
ホ
ル
モ
ン

が
網
羅
さ
れ
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
部
位
で
分
泌

抗
菌
薬
が
効
か
な
く

な
る

忽
那
賢
志
　
監
訳

本
書
は
、
英
国
保
健
省
主

席
医
務
官
の
サ
リ
ー
・
デ
ー

ビ
ス
卿
（Sally C.Davies

）

の
著
作
『The Drugs Don

’t 

work-A 
Global 

Threat

』

を
日
本
語
訳
し
た
も
の
で
あ

る
。現

在
耐
性
菌
に
よ
る
死
者

は
毎
年
70
万
人
、
こ
の
ま
ま

放
置
す
れ
ぱ
、
２
０
５
０
年

ま
で
に
耐
性
菌
に
よ
る
死
者

は
１
０
０
０
万
人
に
な
り
、

が
ん
に
よ
る
死
者
を
上
回
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

本
書
で
は
、
フ
レ
ミ
ン
グ

が
「
ペ
ニ
シ
リ
ン
」
を
発
見

し
て
か
ら
90
年
、
い
か
に
し

て
病
原
菌
が
抗
菌
薬
に
対
す

る
耐
性
を
獲
得
し
、
人
類
を

脅
か
す
存
在
に
な
っ
た
の
か

を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
危
機
を
克
服
す
る
「
答
え
」

を
提
示
し
て
い
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
日
本
語

版
で
は
、
「
日
本
に
お
け
る

薬
剤
耐
性
菌
へ
の
取
り
組
み

（
政
策
の
視
点
か
ら
）
」
及
び

「
薬
剤
耐
性
菌
を
減
ら
す
た

め
の
施
策
に
つ
い
て
（
臨
床

医
の
視
点
か
ら
）
」
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
が
追
加

さ
れ
て
い
る
。

耐
性
菌
対
策
を
行
う
医
療

従
事
者
ば
か
り
で
な
く
、
一

般
の
方
向
け
に
も
役
立
つ
よ

う
分
か
り
や
す
く
書
か
れ
て

お
り
、
大
変
読
み
や
す
い
一

冊
と
言
え
る
。

定
価　

２
０
５
２
円
（
税
込
）

発
行　

丸
善

さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
が
全
身
の

あ
ら
ゆ
る
臓
器
に
作
用
す
る

こ
と
で
生
じ
る
疾
患
に
つ
い

て
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し

た
学
術
書
は
そ
れ
ほ
ど
多
く

な
く
、有
益
な
書
と
言
え
る
。

定
価　

３
０
２
４
円（
税
込
）

発
行　

メ
デ
ィ
カ
ル
レ
ビ
ュ

ー
社嘱

託
産
業
医
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
マ
ニ
ュ
ア
ル

─
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る 

産
業
医
─勝

木
美
佐
子
　
　

奥
田
弘
美
　
　
著

本
書
は
、
こ
れ
か
ら
嘱
託

産
業
医
を
始
め
た
い
人
の
た

め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
分
か
り
や

す
く
ま
と
め
た
実
務
マ
ニ
ュ

ア
ル
で
あ
る
。

「
ど
う
や
っ
て
仕
事
を
見

つ
け
た
ら
い
い
の
か
」
と
い

っ
た
疑
問
に
答
え
、
産
業
医

に
必
要
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ

ル
、
健
康
診
断
、
長
時
間
労

働
者
へ
の
面
接
指
導
、
職
場

巡
視
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
面

談
、
身
体
疾
患
の
取
り
扱
い

な
ど
各
種
業
務
の
流
れ
と
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
、
報
告
書

や
意
見
書
の
書
き
方
を
解
説

し
て
い
る
。

巻
末
の
パ
ス
ワ
ー
ド
で
産

業
医
の
業
務
に
必
要
な
書
式

の
ひ
な
形
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
義
務

化
に
加
え
、「
働
き
方
改
革
」

や
「
健
康
経
営
」
の
機
運
の

高
ま
り
に
よ
り
、
産
業
医
の

ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
増
え
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
嘱
託
産
業

医
と
し
て
活
動
を
始
め
よ
う

と
す
る
医
師
に
と
っ
て
大
変

役
立
つ
一
冊
と
な
っ
て
い

る
。

定
価　

４
１
０
４
円（
税
込
）

発
行　

日
本
医
事
新
報
社

い
な
い
医
療
的
ケ
ア
を
巡
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
記
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

医
療
的
ケ
ア
と
は
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
、
そ
の
現
実

と
問
題
点
な
ど
を
考
え
て
い

く
上
で
も
貴
重
な
本
で
あ

り
、
一
読
を
お
勧
め
し
た
い
。

な
お
、
本
書
の
印
税
は
、

必
要
経
費
を
除
い
て
、
全
て

同
施
設
に
寄
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

定
価　

２
３
７
６
円
（
税
込
）

発
売　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

─「医師の証明ができます」─

日本医師会　電子認証センター

採用時に使える医師の身分証

　医師採用時、医師資格証
（HPKIカード）を、医師免
許証の代わりとすることが
できます。詳しくは、日医
電子認証センターホーム
ページの2017年12月22日
付News欄をご覧下さい。
 
詳しくはホームページをご覧ください。 日本医師会　電子認証センター 検索
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「日医君」
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